
                                                     

 

 

 

 

 

 

   

あめつかみ取りのアイ

デアで車内が和み、子

どもが大喜びでした。 

編集後記  緑が鮮やかな季節となりましたね。青空のもと、ツバメが

びゅんびゅん飛んでいる姿を見ると、こちらも元気になります。 

さて、今年も我が家の住人(ツバメのつがい)が古巣に帰ってきてくれ

ました。一年前に壊れた巣を、せっせと修復したりして、次の代への準備を

始めてくれています。新しい仲間が増えていくことが、とても楽しみな古

巣のオーナーの大森富喜
ふ き

と申します。この 4 月から、ボラセンにきました。

これから IMONIKAI メンバーとして色々とお手伝いできたら 

いいなと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 
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社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会  

大阪市ボランティア・市民活動センター 
 

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL : 06-6765-4041  /  FAX : 06-6765-5618  
Email：imonikai@osakacity-vnet.or.jp (担当：赤星・大森) 
≪利用時間≫ 月～金曜 9：30～20：30  
土曜 9：30～17：00  (日曜・祝日及び年末年始休館) 

問合せ 

申込み 

☆情報紙 IMONIKAI は毎月 1日発行です。 

情報掲載希望の方は、2 か月前までにご連絡下さい 

気持ちのいい晴天の 5 月 17 日、大阪府立大学の I –site なんばで、ホッとネットおお

さか主催の交流会がありました。関西各地から避難者の方約 50 人、スタッフ・一般ボラ

ンティア約 100人が参加しました。 

午前中は、日頃の疑問や悩みを気軽に相談できる相談ブースや当事者団体ブース、一緒に手作り

作品を作るコーナー、ボランティアと会話しながらメイクやマッサージを楽しんでもらいました。

午後からは、ミニコンサートに続いて交流会がありました。参加された方には参加賞と、ホッとネ

ットおおさかに登録している支援団体の概要をまとめたフェイスシートをお渡ししました。 

 赴任してまもない頃、歓迎会で私は緊張してしまい、あまり

食べることができませんでした。それに気づいた大阪出身の

元同僚が「遠慮せんと、食べ」と言いました。私は思わず「すみ

ません」と謝ってしまいました。 

 今思えば、この返答は失礼でした。というのも、「食べ」という

大阪弁は、相手に何かを勧めたり促したりする表現だからで

す。一言で言えば、やさしい命令。だから、私は「ありがとうござ

います」と言って、そのやさしさを素直に受けとめるべきでした。 

 東北弁だと「ケー」になるでしょうか。「ケー」は「食え」の発

音が変化した言い方です。畑の野菜をいっぱい食べさせて

くれた祖父母の声をなつかしく思い出します。 

共通語だと「食べろ」になりますが、これは残念ながらや

さしさを込める表現にはなりません。 

大阪弁は「食べ」以外にも、「見ぃ」「行き」のように動詞の

連用形を命令表現として使います。相手に対するちょっと

した気遣いを伝えるやさしい表現です。 

【方言募集】   どんな疑問・質問でも結構です。ぜひ、ご連絡ください。 
住所：〒567-8502 大阪府茨木市西安威 2-1-15  追手門学院大学 

E‐mail：yukushib@otemon.ac.jp   
追手門学院大学講師 櫛引祐希子 

 

ボランティアのマジックや

バルーンアート、子ども達が

楽しそうだったので、とて

も良かった。 

い
わ
き
に
到
着
。
新
緑
が
美
し
い
で
す
。 

今後もぜひ続けてほしい。

大変重要な交通手段です。 

１日午後 8 時半に大阪を出発。サロンバスでは、子ども達が退屈を

しないよう、ボランティアのバルーンアートやマジック、飴のつかみ

取りなどで楽しみました。大人の交流も盛んで、自己紹介を通してそ

れぞれの想いをわかり合えたり、隣席の方と心深い話しができたとい

う声がありました。また半数近い方が初参加で、これまで知らなかっ

た同郷人との出会いもありました。2日早朝に東京、その後、いわき－

郡山－仙台にそれぞれ帰省されていきました。  

 

避難丘 
 

「千年希望の丘」 

仮設住宅からの移住が進む 
 
5月 2～4日の間、ボランティアは 3カ所の仮設住宅を訪

問しました。2 日は東松島市小野駅前仮設住宅。ソックモ

ンキーで世界的に有名です。12月の里帰りバスの際に購入

した「おのくん」の帰省でもあります。 

3日は 3回目の訪問となる石

巻市大橋仮設団地。今回は、ベ

ビーカステラ、パッチワークキ

ルト、子どもコーナーで交流し

ました。子ども達も仮設住宅内

にイベントの案内をふれて回

ったり、ベビーカステラを一軒

ずつ配ったり、すっかり溶け込

んでの活動風景でした。 

4日は岩沼市社会福祉協議会を訪問。隣接 

する里の杜東仮設住宅は 160戸ですが、現在 

の住居は 10軒にも満たな 

い状況です。また、津波 

よけ「千年希望の丘」の 

整備も進んでおり、多く 

のボランティアが活動を 

していました。 

復路は避難者は 32人の乗車でした。東北自動車道での事故

の影響で、一部高速道路が通過できず、東京では午後 11時着

の予定が、午前 2時になり、この間、東京ステーションホテ

ルのご厚意で 6人の避難者が休憩をさせてもらいました。 

里帰りバスの運行は少なくなっていますが、初利用の方も

多く、これからもニーズは高いと考えられます。今後も運行

の工夫を考えていきたいところです。  

 

大人も子どもも交流しながら里帰り 
 
5月 1日～5日に第 6回目の里帰りバスを運行しました。今回は大阪府下避難者支援団体等連絡協議会（ホ

ッとネットおおさか）と大阪市社会福祉協議会が主催。往路は避難者 35人（大人 21人、16歳未満 14人）、

ボランティア 6人、市社協職員 2人の満員状態でした。 

 

 

「夢にまでみる故郷」近いうち帰りたいと念頭しつつも実

行に移せない状況でした。思いがけず帰省することが出

来て感謝しております。 

 

同じ境遇の方々と交流できるのが

私は毎回楽しみ。息子は、ボランティ

アの方々との交流をいつも楽しみ

のようです。 

里帰りバスの企画を

継続させるのに交通

費を一部負担にして

ほしいです。 

G/W は仕事が休みだから

いつも帰りたかったのです

が、とっても値段が高いの

であきらめていました。今

回の企画はありがたかった

です。 

バスの帰省は初

めてで不安でした

が休憩もあり助か

りました。 

 

そぉ～っと入れるんだよ。 

お聞きしたいことを気軽

に聞けて良かったです。 

久しぶりに会えた人たち

もいて楽しかったです。 

子どもたちは髪をかざ

ってもらって、大変満足

していました。 

ぜひ、また開催して下さい。 

フェイスシート集、

とっても役立ちそう 

皆さん忙しい中準備をして頂いてもっと

多くの人達が集まればと思いました。 

アロマジェル作り

体験しました。 

よかったです！ 

スタッフの方とお話し

てリフレッシュ＆心が

穏やかになりました。 

運行日： 大阪発 8 月 12 日（水）夜  
大阪着 8 月 17 日（月）朝  

停車地： 東京駅・いわき駅・郡山駅・仙台駅 
      ※ 片道のみの利用も可 
対 象： 東日本大震災により関西に避難している人 
参加費： 無料 
定 員： 30 人（応募多数の場合は抽選） 
主  催： 大阪府生活協同組合連合会 

 

大阪府生活協同組合連合会がお盆に「里帰りバス」を運行し

ます。運行詳細・申込方法等については、次号でご案内します。 

 

ハンドマッサージコーナー 

こどもヘアアレンジコーナー 

相談コーナー 



 

  

 

  

 
昭和初期、建築教育において構造が重視される傾向に

あった日本で、日本人初のフランス政府公認建築士とな

った中村順平は、芸術面を重視した建築教育を実践しま

した。この特集展示では、中村の原画の他、弟子たちが

手がけた建築図画作品などを展示し、高い評価をうけて

いる建築教育の様子を紹介します。 

 

会 期：6月 3日（水）～8月 3日（月） 
     9：30～17：00 

（入館は閉館 30 分前まで） 
 
休館日：火曜日 

 
場 所：大阪歴史博物館 8 階・特集展示室 

（地下鉄谷町線・中央線 
「谷町四丁目」駅２号・９号出口） 
 

ご招待：3組 6 人（抽選） 
  
締 切：6月 27 日（土） 
※ 6 月 30 日頃のチケット発送をもって 
かえさせていただきます。 

 

「 ～日本人初のフランス政府公認建築士～ 

「中村順平と建築芸術教育」 

 

今日はあれとこれをやって、こっちも忘れ

ないように…と考えるうち、焦りで頭がいっ

ぱいになり、結局何も手につかなくて更に焦

る…！今回からは、桃山学院大学、竹内靖子

先生のアドバイスです。 

  入学、就職、異動や様々な活動で、ご自身も身近な人たちも

新しい環境で試行錯誤される時期ではないでしょうか。あれも

これもと考えるうちに何から手を付けていいのか悩みますね。

そんな時は、  
・やることを箇条書きする。「やらなくてもいいこと」はしない。 

・優先順位をつけて「できること」や「期限の迫っている事」 

から片づける。 

・できないことは、身近な人や専門家にサポートをお願いする。 

・疲れている時は、休息（睡眠・食事）をとる。その後作業する

方が効率も良い。 

・気持ちを切り替えたいときは、散歩や運動をお勧めします。       
 

桃山学院大学 社会学部 社会福祉学科  竹内 靖子 

 

団体紹介   

 

5）   相談会や勉強会の開催 

ニーズにあわせて専門家を呼び相談・勉強会の開催。今

年は「一人親家庭」「不登校」「避難後離婚・または離婚しそう

な人」を対象に。昨年に続き「避難者の住宅相談会」も。 
 

6）   お家や最寄り駅へ伺います 

ご希望の場所へ訪問して情報をお届けします。交流会に

日頃参加できない方などお気軽にどうぞ。お申込みは以下の

連絡先まで。 

東日本大震災県外避難者西日本連絡会   まるっと西日本      
 

〒540-0012  大阪市中央区谷町 2-2-20 2F  市民活動スクエア  F8 
TEL ：080-4484-0298   E-mail：maruttonishi@gmail.com   HP：http://maruttonishi.jimdo.com/ 

大阪市ボランティア・市民活動センター（担当：赤星） 
（電話・メールにて。 全員の名前・〒・住所・TEL を添えて） 

2011 年に東北と関東の避難者が発足したボランティア団体。支援団体、

行政、被災県や中間支援団体等と連携し、避難された方々に支援情報を届ける

支援活動を中心に 6 つの方法で情報をお届けしています。 

 
「ルーヴル美術館展」 

～日常を描く-風俗画にみるヨーロッパ絵画の真髄～ 

 召使、物乞いの少年、農民の家族、庭園に集う貴族…
「風俗画」とは、人々の日常生活の情景をいきいきと描
写したものです。 
一方、必ずしもありのままの現実が 

描かれているわけではなく、道徳的、 
教訓的な意味が込められていることも 
あります。現実と虚構が入り混じり、 
その謎を読み解く楽しみは風俗画なら 
ではです。 
3 世紀半にわたる時代とヨーロッパ 

地域を横断しながら風俗画の歴史をた 
どる展覧会、ルーヴル美術館から厳選 
された約 80 点を楽しめます。 

会 期：6月 16 日（火）～9月 27 日（日） 
       9：00～17：00（入館は閉館 30 分前まで） 
 9/19、20 のみ/9：00～20：00（     〃     ） 
 
休館日：月曜日（7月 20 日、9 月 21 日は開館） 

 
場 所：京都市美術館 （JR「京都」駅または阪急「河原町」駅 

→市バス「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車すぐ） 
 

ご招待：3組 6 人（抽選）   
締 切：6月 27 日（土） 
※ 6 月 30 日頃のチケット発送をもってかえさせていただきます。 

 

パリ市大学街日本館透視図 中村順平画  縦 76.0×横 43.0cm 
大正 12 年（1923） 本館蔵（檜の会寄贈） 

中村が卒業制作として手がけたパリ市大学街日本館の設計図の一枚 

日 時：7月 24日(金)  
開演 10：15（開場 9：45）終演 13：15  

 
場 所：国立文楽劇場 

（地下鉄・近鉄「日本橋」駅 徒歩すぐ） 
 
ご招待：30 人（先着順） 

※3 歳以下のお子様は入場できません。 
 
  

日 時：7月 26 日(日) 
午前の部 開場 10：00 開演 11：00 終演 13：00 
午後の部 開場 13：30 開演 14：30 終演 16：30 

 
場 所：NHK 大阪ホール 

（地下鉄「谷町４丁目駅」より 5 分 
 
ご招待：午前の部 30 人 / 午後の部 30 人（先着順） 

※3 歳以下のお子様は入場できません。 
 
 

本格的なクラシックから、最近のアニメや映画の曲など、

色んな曲をオーケストラの演奏で楽しめます。 

「アナと雪の女王」「妖怪ウォッチ」 

からあの人気曲も！ 

親子で一緒に楽しもう！ 

「夏休みファミリーコンサート」 

ヨハネス･フェルメール  
《天文学者》1668 年 
 Photo © RMN-Grand Palais  
(musée du Louvre) / René-Gabriel 
 Ojéda / distributed by AMF – 
 DNPartcom 

夏恒例！今年もやってきました♪ 

「夏休み文楽鑑賞のつどい」   

大阪発祥の伝統芸能「文楽」を子どもたち 

にもわかりやすい解説つきで上演します。 

文楽の入門編として、どなたでも 

楽しめます。 

1）  週刊「支援情報メールニュース」 

最新の「支援情報」を携帯や PC へ配信します。登録は maruttonishi@prius-pro.jp 

へ空メールを送信してください。 
 

2）  月刊「支援情報紙 NEWS」      （A４版 4～6 ページ、2500 部発行） 

最新の支援・避難者への情報を関西 2 府 4 県の自治体を通じて全避難者へお届

けします。お住まいの市町村の危機管理室で「避難者情報システム」に登録を。 
 

3）  NHK 第一放送     

NHK 関西ラジオワイド(666mhz )第一放送では毎月第 4月 

曜 17:20 から特集「県外避難のみなさんへ」をオンエア。番組 

内で支援情報を紹介しています。 
 

4）  「関西暮らし みてみて帖」発行 

暮らしに必要な情報を網羅。関西で暮らす移住・避難者が 

利用できる支援団体や相談機関など 100 の支援窓口を集め 

たガイドブック。避難者情報システムに登録の方に無料送付。 

 

毎月発行の「支援情報紙 NEWS」 

「文楽」と 

 「コンサート」 
大阪府生活協同組合連合会   受付期間：6月 25 日(木)～7 月 10 日(金)    
☎ 06-6762-7220       受付時間：10：00～17：00  ※土日除く 

 
※申込みの際「IMONIKAI をみて」とお伝えください。 
※詳細は同封のチラシをご覧ください.（コンサートは午前の部のみ） 

 

キャンプ期間中のボランティアを募集しています。 

お手伝いしてほしいことは…子どもたちと一緒に遊ぶ、

安全な食材での食事作り、そうじ・洗濯等の生活補助、ドラ

イバー、お母さん達の話を聞く、泊まって子どもたちを見守

る、など。1 日だけの協力も歓迎です。受け入れる側と参加

する側がともに作っていくキャンプです。ボランティア登録

書にてお申込みください。詳しくはブログをご覧ください。 

7 月 28日（火）～8月 3日（月） 
 

受入対象：福島原発事故の被災地域に住む子ども（幼児～中学生） 
受入人数：約 15 名と保護者若干名 
 

主 催 ： たかつき保養キャンプ・プロジェクト 
連絡先 ： 高槻市東五百住町 3-6-24 カフェぽお気付 

       Email：hoyou_takatuki@yahoo.co.jp 
       TEL：080-5638-4638（松野尾） FAX：072-636-5389 
      ブログ URL：http://takatsukicamp.blog.fc2.com/ 

   
 

  


